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          （a）                  （b）
図1、（a）C。＝10g〃，C”＝1g／Zで1ヵ月間培養した後に得られた枯草菌（思5mm∫）のコロ
   ニー・パターン．（b）計算機シミュレーションで得られた粒子数M＝1O，OOOの2次元DLA
   クラスター．
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生物時系列データのカオス力学系的解析
麻布大学教養部永井喜則
  Abstmct．We examine whether time seriesdata have certain chaotic feature or not．
For this purpose，we irst1y reconstructed attractors fo1Iowed by Takens’embedding
method for one－dimensiona1time series data．After this construction，a Poincar6section
was made．If there exists some deterministic mechanism，some function is obtainab1e by
making retum mapping on the Poincar6section．A characterizing of chaos is what the
reconstructed attractor has a positive maximum Lyapunov mmber．To test this nature，
estimation of maximum Lyapunov number by Sano’s method（1978，〃。馴乃eom左P妙s．，
77，1－5）was done．Examp1es are shown for amouse’s behavior data whichwere measured
to administer scoporamine to the mouse．This is co11aborated with Y．Takamoto
（SapPoro Beer Corporation）．
 決定論的な方程式の解にでたらめに1見える不規則た結果が現れることがある．このようた現
象をカオスという．カオスという現象が見つかったので，でたらめに見える時系列データの中
にも決定論（因果律）が潜んでいることが期待される．こういう期待を抱いて生物時系列デー
タを解析するのが本研究の目的である．
 F．Takensは力学系のつくるマニホールドが滑らかならば，高自由度力学系のひとつの変数
だけを使ってもとの力学系のある種の統計的性質を保存してマニホールドを再構築できること
を示した（Takens（1981））．このTak6nsの仕事は，もともとの力学系のつくるマニホールド
が滑らかであるか否かに拘らず，測定された時系列データからマニホールドを再構築してその
性質を研究し，時系列データの背後にある力学系のカオス性を検討してみるという好奇心を誘
うものである．ここでは，Takensの方法によ’ﾁて再構築されたマニホールドをアトラクターと
呼ぶことにする．
 再構築されたアトラクターから時系列データの性質を考えるいくつかの方法を説明する．カ
オス力学系の観点から時系列データを解析する場合には，これらの方法のそれぞれの観点から
